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    「邂  逅」  学 年 通 信 ＮＯ．1      2020.4.10(Fri.) 

                                （「入学の挨拶」にかえて） 

 

 

■ 新入生の皆さん、入学おめでとうございます。九年間の義務教育を終え、高校入試の関門を突

破して、龍谷大学付属平安高校の生徒として、今新しい出発の喜びが胸に満ちていることと思い 

ます。 

  さて、高校生としての生活を始めるにあたって、ぜひお願いしておきたいことがあります。そ

れは自主自律の精神、自主自律の生活です。なんだそんな当たり前のことかと一瞬思ったかもし

れませんが、その実行実現はたやすいことではありません。 

  人というものは皮肉なことに、貧しく恵まれない環境に育てば、自ずと精神的にたくましく早

く自立する人間となり、逆に豊かで幸せな環境に育てば、なぜか精神的に脆弱でなかなか一人前

の人間になれないものといわれます。もちろん例外はたくさんある乱暴な議論ですが、概ねこう

した傾向のあることは疑いようのないところです。オギャアと生まれて以後、蝶よ花よと育てら

れ、欲しいものは何でも手に入り口に入る。万事大人たちが手助けしてくれ、自分の望むことは

たいてい思い通りになる。となると依頼心が強く、ちょっとわがまま気味の弱い性格に育つのは

当然のなりゆきかもしれません。少し自分で自分を省みてはいかがでしょうか。「なんと失礼な」

とお怒りなら、私はうれしいです。しかし、残念ながら私の失礼が的中しているのが、今日の若

者たちの実態であり、皆さんもその例外でないのでは…。私たちが今日の高校生諸君に関して最

も懸念しているのはこの点なのです。 

  高校生ともなれば、体格はすでに父母を越えています。そして数年後には、この先の人生にお

いてどんな職業につきどうやって生きていくかを選択し、そのための力を養わねばならない年齢

です。高校三年間は、人として一人立ちしていく準備期間です。それは先のことではありません。

今日から始まるのです。ですから、新しいスタート台に立った今日、甘えやわがままと訣別して、

「自分のことは自分でする。自分で考えて行動する。そして、自分で責任をとる。」という自主

自律の生き方を実行するよう強く決心していただきたいのです。 

   一人前の自立した人間とは、自分の好き嫌いにかかわりなく、しなくてはならないことを責任

をもって成し遂げる人のことをいうのです。大人は嫌な仕事でもやって日々の収入を得ているの

です。皆さんの中には勉強の好きでない人もいるでしょう。でも努力はしなくてはなりません。

眠くても雨が降っても、定刻までには登校しなくてはいけません。スポーツの嫌いな人も体は鍛

えねばなりません。もちろん、好きなことやりたいことはどんどんやってください。いずれにせ

よ、自分で自分をコントロールすること、自分の考えをしっかり持って自らを律することが大切

です。 

   皆さんは、若く心身ともに柔軟で吸収力に富んでいます。限りない成長の可能性を持っていま

す。今申した自主自律の精神をもって、勉学に部活動に生徒会活動に積極的に取り組んだならば、

楽しく有意義な高校生活が約束されましょう。そのために、いいスタートを切っていただきたい

と願うばかりです。 

   保護者のみなさま、おめでとうございます。心よりお慶び申し上げます。いろいろと書きまし

た自主自律の精神の涵養こそ、お子さまのこれからの人生にとって最も大切なものと確信いたし

ております。どうかかわいさのあまり過保護になさいませぬよう、親離れ子離れをスムーズにな

さいますようお願いいたします。もうお母さまのエプロンのポケットに入れておける大きさでは

ありません。一人立ち巣立ちの訓練を、学校と一体になってやっていただきたいと思います。 

  この 144 年目の龍谷大平安高校のキャンパスにおいて、明るく溌剌とした皆さんの活動が存分

に展開され、たくましく心豊かな人として成長され、それぞれの進路を実現されることを期待し

ております。 

                                                                               松清庵 


